2種類の情報がある場合の価格のサーチにおける間接的情報の規模について by 遠藤 薫 & Endo Kaoru
2種 類 の情報が あ る場合 の価格 のサ ーチ
における間接的情 報の規模 につ いて*
遠 藤 薫
1.は じ め に
価格のサーチにおいて,1人 の売手の価格を知ることは直接役にたっ情報を
得ることである。一部の売手の,だ れがどの価格で売 っているかはわからない
がそれらの売手の価格の分布を知 ることができるとすれば,そ れは間接的に役
にたつ情報である。売手全体ではな く,一 部の売手だけを対象にサーチすると
よいかどうかの判断が可能になるからである。このような間接的情報があると
きの買手の情報の選択にっいては拙論[1]で 若干の検討をおこなった。
経験 してはじめて質のわかる商品の広告には,広 告 しているということ自体
が意味をもっているものがあるとして,ネ ルソン[2]は このような広告 は間
接的情報を与えると考えた。これに対 して,我 々のモデルでは一部の売手によ
る共同の広告に前述の意味での間接的情報を持 った性質の ものがあると考える。
」部の売手の価格の分布を間接的情報であるとしてとらえたとき,そ の一部
の売手の数が何人であるかは,買 手が情報を選択するにあたって大 きな意味を
もっ。拙論[1]で の主要な分析 は一部の売手の数 んが2の ときであった。
本稿では記号 とモデルを示 した(2節)あ と,ゐ が3の ときの買手の行動にっ
いて検討する(3節)。 結論は ん=2の ときと同じである。最後に売手全体の
価格の分布に依存 して最適な んの値がどのようになるかを示す(4節)。 なお
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売手の価格は高いか低いかのいずれかであるとする。
2.記 号および モデ ル
記号およびモデルを以下に示す。
記・号
α=低 いほうの価格
β=高 いほうの価格
N3可 能な総実験回数
π=あ る段階での残りの可能な実験回数
ρ:ラ ンダムに1人 の売手をとりだ したとき価格が α である確率
(0<ρ<1)
実験A:売 手全体からランダムに1人 の売手をとりだ して億格を聞 くこと
実験B:売 手全体か らランダムにとりだされた 乃人の売手の価格の分布を
知ること(た ≧2)
実験C:実 験Bで とりだされた ゐ人の売手の中か らランダムに1人 をとり
だして価格を聞 くこと
砺:残 り π回の実験が可能なときに最初に実験Aを おこない,以 後は
最適に実験を選択 したときの期待価格
∂。:同 じく最初に実験Bを おこなったときの期待価格(∂ 。(ん)と も表
わす)
姦(κ.)=実 験Bで 得 られた ん人のうち α の価格の売手の数が 妖0≦ π≦の
であるとき(こ の状態をK。 で表わす),同 じく最初に実験Cを
おこなったときの期待価格
ε。:σ。 と 醇 の うち小さいほうを表わす
モデル
実験Aお よび実験Bの 過去の結果をあとで用いることはで きないとする(リ
コールがで きない)。 ただし実験Bの 結果に対 して実験Cを 連続的にであるな
らば何回で も適用で きるもの とする。実験A,B,Cを あわせてN回 おこな
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うことができるとする。その途中で α の価格で買うことができればそこでサ
ーチを終えて もよい。簡単のため実験Cを 連続的におこなうときは復元抽出
1ζよるものとする。買手は期待価格が最小になるように,途 中で実験をやめる
ことも含めて,実 験A,B,Cを 選択す るものとす る。
この結果,σ。,∂。,お よびo。(κ の は次のように表現 される。
σ。=ρ α+(1一 ρ)min{s。.1,β}
α1=ρ α+(1一 ρ)β
砺一蕩(1)ゲ(1一 ρ)…m・・{・一 餉(瓦)}
61=。 ・
砺(凡)÷+(1一 苦)m・ ・臨 砺一!(瓦)・β}
・1(&)÷+(1一 考)β
π=2,3,...,ハr
π=2,3,..,タ ハ1
π=2,3,_,N-{
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
残 り実験回数が1の ときに(最 後に)実 験Bを して もどの売手 がどの価格か は
わか らな いので,う1=。 。とおいて最後に実験Bは しな いことと した。
π=2の とき,σ2<δ2で あり,π ζ1,2,_,1>-1に ついて,α 〈ε。<β,.お
よび α<o。(κ 。)<β,%;1,2,_,々-1,とな るのが拙論[1]で の基本的な 結
果で ある(鳶 ≧2)。
3.実 験8で とりだす ことのできる売手 の数 々
が3の 場合の買手の行動
最初に ん=3と 限定せずに,よ り一般的に実験Bで 一部の売手の価格の分布
を知 ったあと,そ の一部の売手を対象にサーチをおこなうか,そ れともそれは
無視 して再び売手全体を対象に実験Aあ るいは実験Bを おこなうかの選択にっ
いて検討する。実験Bで 得 られた ん人の売手の うち π人の価格がαであると
き,ρ 〉π/々ならば3。<o。(κ 。)と なる(%需0,1,_,ん 一1に ついて)こ と,
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す なわち実験Cは 選択 され ないことはすでに拙論[1]で 確 か め た。本稿 で は
ρ=%焼 の ときと ρ〈π擁 の ときにつ いての3・ とo.(凡)の 関係 を明 らか
ロ る
にす る。それ鉢 層ρ〉π魚 の場 合 とあわせてっぎの命題1の よ うに表わ され る。
命題1解=1,2,..1,2V-1にっいて次の ことが成立す る。
砺・砺 ⑳ 　 ・・1・…・・-1・ ・ついU・ 静 どき(・)
横(凡)・=ん 一2・ ・-1・ ・≠… ついて・ ρ号 の とき(・)
砺 〉・・(κ匹)・+2・ ・-1・ … ≠・ につ いて・〆 髪 の と き(・)
〔証明〕(7)は 上述のよ うに証明済みであ る。つぎに(8)と(9)を 証明す
る。
π=1の とき,(4)と(2)か ら
31=min{σ1,∂1}
=α1
=ρ α+(1一 ρ)β
と な り,(6)か ら
・1(凡)一き+㌣ β
とな るので,ρ<π/々 の とき
・1-・1(鵡)一(β 一・)(号 一ρ)
>0
か ら31>01(瓦)と なる。また ρ;π 魚 の ときは
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、 ε「01(κ 露)=0
か ら ・1-・1(㈲ とな る.・1(即1・ ついては
・1(瓦)一 磁・(1一 診(β 一α)、
と表わす ことができる。
π≧2で あるような任意の πについて
砺f砺 一1(瓦)ρ 一{;屈 一 島 ん一1(10)
鞠 一1>砺 一1(瓦)
,.ρ 〈{・ ・+…-1沸(11)
砺 一1(Kμ)一 ・+(1一 紛"→(β 一 ・)ρ ・ 号 ・一 ・囎 一1,・(12)
が成立す ると仮定す る1)6こ のとき,ρ<π 漉 な らば,o.>o.(瓦)と なる こ
とを最初 に証明す る。(5),(11)と2節 の最後 の記 述か ら
砺(孟)÷+(1一 考)m・ ・{砺一1(瓦)・ 恥 ・ β}
一号 ・+(1_丑
々)砺 一1(凡)
と な り,(1),(11)ど2節 の 最 後 の 記 述 か ら
σ.=か α+(1一 力)3。-1
な る の で
1)(12)は 実験Cで 価格 β を得たとき,っ ぎの実験としては実験Aや 実験Bよ り
も実験Cが 有利であると仮定したときに逐次代入により導かれる式である。
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偏 砺(瓦)一(ρ7号 α+(1一 餌1-(ユ ー号)砺 ・(瑚
〉(ρ一{)・+(チ ク)砺一1(篤)
一(り「 ρ)[砺一1(瓦)一・]
>0
とな る。 これか ら%=盈 一2,ん 一1,ゐ についてPが π焼 よ り も小 な らば
砺>6.(風)と なる ことが わか る。
っ ぎに同 じ条件 の もとで ゐ.>6.(瓦 〉 となることを証明す る。最初に'
ω一1ω
「 「 ≦ ρ<τ
とな るよ うな ω を が とお くことにす る。 この μ*を 用 いると6.は(7),
(10),(11)か ら,π=ん 一2,_の 制約 はいま無視 して
あ一誰
。(んω)ρ・(1-・)・-m・ ・[辱 一1(臨)]
一駕(レ(1一 ρ)㌦ 一1+真
,(島)均・(1つ)々塚1(臨)
と な る 。 ω=勿*め と き は(11)か ら ε。-1>o。-1(」 覧*)で あ る の で
あ・寓(為 ω〉ρ・(1一ρ)㌦ 一1(魚・)㌔鉢 幽)ρ・(1一ρ)・～1(協)
となり,(12)を 用いて上式の右辺を書きかえると
翻〉α+(β 一α)(1一 誓 ゾ 禽1(島)ク ・(1一か)・一
・(β一α)麟)カ ・(1一ヵ)艦1一 号ア→
2種 類の情報がある場合の価格のサーチにおける間接的情報の規模にっいて95
となる。(5),(11)と(12)から'`.
・・(魚 ・)一劣 α+(1一 ぞ)砺 一1(凡 ・)
一・+(〃*1-一
ん)"(β 一α)
と な る の で,う 。-6.(凡*)は つ ぎ の よ う に な る 。,
砺　 (κゑ*)・(β一α)(1一誓)"-1[1一 鴻。(島)ρ・(1ザ ・]
+(β 一・)減
。(島)ρ・(1一ρ)・一(1一 努)"　1
-(β 一α)(レ 誓ゾ(1一 誓)
一(β一鴫(島)ρ ・(1一ρ)・一・[(1一署ゾ ー(1一 ぞ)"-1]
・(β　 )ぞ(1一 誓 ゾ
・(β一α)[誓(1一 ぞ 〉"-1
-
"寡 。1(んω)ρ・(1一ヵ)・一(1一 誓 ゾ],
一(β一α)(1一誓)"}1[誓 一
。裏1(嘉)ρ ・(1・ρ)・一・]・
(13)
ここで か=々-2な ら角カ ッコの中は,そ れ をDと おいて
o一 努 一譲 。1(んω)ρ・(1一 ρ)・一・
一誓 一(げ 一Lげ+ρ り
とな る。 が々 一L々 が+が.はpの 増加関数である ことがわか るので,pを その
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上 限で ある π*焼 でお きか え,さ らに μ*を 々-2で おきか えるとつ ぎの よ
うになる。
D>ぞ 一[・(ぞ)々一㌧ ・(誓)㌦(誓 ゾ]
一誓{・ 一[・(ん云2)々-2-(・ 一・)(穿)々-2+(㌢)(穿)々-2]}
ど誓[1-(1一 号)舟一2(・一号)]
・誓[1-・(1一 号)ぬ一2]
%*>0で なけれ ばな らな いときに π*=ん 一2と おいたので あるか ら,ん ≧3
でなければな らない。 この とき(1-2漉)々 『2は ん の 減少 関数 で あ るの で,
ん=3の と'き最大 とな る。 この とき
D>誓(1-・ ・÷)
=0
とな る。 したが って(13)は 正 とな り,砺>o.(凡*)を 得 る。
砺>0。(凡*)と なる ことはす でに得 られているので,上 の結果 とあわせて
3">oπ(κ 露*)
となる。μが π*=ん 一2よ りも大 きい ん一1,ん の ときもこの関係が成 りたっ
ことは明 らかで あるので(3)の
επ>oμ(凡) ρ<一 万;%=々-2・ ん 一1・ 々 (14)
が得 られた ことになる。
(7)と(14)か ら,ヵ 冨 π/飢 窃=々-2,々-1のと きs。.1;』 。.1(、κ。)'で あ れ
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ば,s.=c.(κ の となる。 これで(8)が 証 明され たことにな る。
最後 に,ρ<〃 々;π=ん 一2,ん 一1,ん の場合,(11)と(12)か ら
砺(風)÷ ÷(1一 号)m・ ・{砺一1・砺一1(翻,
一砦 ・+(1-一
ん〉[・+(1一 ガ(β 一・)]
一 ・+(1-一
ん〉〃(β 一 α)
とな り,η 一1の ときに(12)の 関係が成立す るな らば ηの ときに も同 じ関係.
が成立す ることが確かめ られ る。(証 明終)
F1,2"..,2>-1でωが ん一3以 下の と きの(8)と(9)に 対応す る関係
はまだ明 らかでない。 しか し π=1,2と 限定す ると,実 験Bが 選択 され る機
会 はないので ε。 とo。(凡)の 比較は簡単 とな り,た だちに,π 置1,2,_,ん
について ヵ<%矯 な らば ε。>o。(κ の となる ことが確かめ られ る。
実験Bで とりだす ことので きる売 手の数 ん を3と 限定 した とき,買 手の実
験 の選 択にっいての一貫性 をつぎの命題2と して証明す ることがで きる。 これ
は拙論[1]に おけ る んニ2の 場合 の結果 と同 じで ある。
命 題2η=4,5,_,Nに つ い て,々=3,0く カく1/3の と き,う 。-1くo。-1
な らば 砺 く0"で あ る 。
〔証 明 〕 α.は2節 の 最 後 の 記 述 と(1)か ら
σ。累α ρ+ε 。-1(1一 力)
と 表 わ さ れ た 。 命 題1か らo。.1(κ1)〈3。.1,0。-1(κ2)<3。-1であ る の で,
(3)か らF
うπコ α ヵ3+3cη_1(1(2)ρ2(1一 ρ)+36"_1(κ1)ρ(1一 ρ)2+s解_1(1-≠})3
と な る 。 こ こで,や は り命 題1よ り,㏄=1,2に つ い て
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砺 一1(κ")÷+3看 〃m・ ・{砺 一・,・・一・(期
窃3一 π=万 α+
3・ ・一・(凡)
と な る の で
σ"-6η=ρ(1一 ρ)[(1+ρ)α1-3ρo"_1(κ2)
二3(1一 ク)oη_1(κ1)+(2一 ρ)3π_」
=ク(1一 ク){(1+伽 一 か[2
.α+・ ・一・(耳・)]
一(1-≠))[α+20π_2(K1)]+(2-≠ ♪)3π_1}
一 汐(1?){(2一 力)[εη一1-・ ・一・(κ1)]
十 ρ[oκ_2(κ!)-6π 一2(κ2)]}
と な る 。0<ρ<1な の で,砺 一 δ。 が 正 か ど うか は(2一 ρ)[3・-1-o"-2(κ1)]
〉_ρ[0。-2(κ1)-0。-2(κ2)]かど う か と 同 じで あ る 。 こ こ で
オ"=3郊_1-oη_2(Kエ)
と お く こ と に す る 。 、
η=4の と き,≠4は 命 題1を 応 用 す る こ と に よ り 次 の よ う に な る 。
'4=33-02(κ1)
=≠ ♪3α+3ρ2(1一 ρ)02(κ2)+3ヵ(1一 ρ)202(κ1)+(1-〃)3ε2-02(κ1).
一か・α+・ か・(1一ク)暑 α+÷ ・1(K・)
12
[]
・[3カ(1一 力)・-1][万 艦 ・1(κ1)}(1一 ρ)3[・・+(1一 ρ)・1]
一力・・+カ ・(1一力)[2・+暑 ・壕 β]
・[・・(1-・)・-1][÷ ・÷ α毫2β]
+(1一 ρ)3{匁+(1一 ヵ)[加+(1一 ヵ)β]}
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-(β 一 ・)(号 一 号 ρ・ ㌘ ρ・一 ・ρ3+・ カ4一 力5)
一 一 音(β 一・)(・-13ρ)(1-・ ・)
・ 静 一 ・)・2(17-81ρ ・45ρ2-・ ρ3)・
こ こ で σ3》 ∂,の 仮 定 が 成 立 す る の は 〆0.2075の と き で あ り2),ま た β〉
α で あ る か ら上 式 の2っ の 項 は と も に 正 と な り,'4>0を 得 る 。02(1(1)-02
(κ2)>0で あ る か ら σ4>∂4と な る 。
η≧4で あ る 任 意 の η に つ い て,α 。-1>う 。.1あ る い は(2-♪)≠ 。.1>一 ヵ[o。-3
(1(1)-0。.3(κ2)]を 仮 定 す る と つ ぎ の 関 係 を 得 る 。
砺 一うπ =(2一 力)[εη_1-6π_2(κ1)]+カ[o躍_2(1(1)-oπ_2(1(2)]
カ(1一 力)
=(2一 ρ)[ρ3α ∫+3ρ2(1一 ρ)oπ_2(1(2)+3ヵ(1一 ρ)26π_2(κ1)
+(1一 か)33。.2-6。.2(κ!)]+ヵ[o。.2(K1)一〇。-2(κ2)]
一・(・一・)[一(÷ 一の ・+・ ・(1-・)砺一 (κ・)
一(号 一 ・・… 一・ρ・)砺一・(κ1)・(1一 ρ)・司
一壱 ・・+号 ・砺一・(κ1)一 壱 ρ砺一・(κ・)
一(2一 ρ)(1一 ρ・・ら一1+[(・ 一・)(去 一 カ
ーカ・+ρ ・)・暑 ρ]砺一・(κ1)・[(3-・)ρ ・(1一ρ)
一÷ ・]砺一・(κ2)一[(・ 一ρ)(÷ 一力)・÷ ・]・
・(号 一暑 ρ・・ρ・)砺一・(κ1)・(号 ρ一ρ・)砺一・(κ・)・
2)、 偽 一 ∂3⑫=3)=(β 一 α)ρ(1一 ρ)(2/3-4ρ+4ρ2一ρ3)と な る こ と を 用 い る 。
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0<ρ 〈1/3で あ り,さ らに2節 の最後 の記述 か らo。-3(K1)〉 α,o。-3(κ2)〉 α
とな るので右辺 は正 とな り,θ 。〉う。を得 る。(証 明終)
4.間 接的情報の最適規模
総実験回数Nが3の とき,価 格 α で売 っている売手が とりだされる確率
ρの大きさいかんによっては,実 験Aよ りも実験Bが 最初に選択されること
がある。これは実験Bで とりだすことのできる売手の数 ゐを所与 としての議
論である。もし んの大きさを自由に選択できる状況であれば,買 手 は実験B
によって間接的に役にたつ情報を得るさいに,最 適な ん,すなわち間接的情報
の最適規模といえるものを考慮することができることになる。価格 α を得る
確率pが 変化するのに応 じて最適な んがどのように変わるかを調べるζとに
する。これは0〈 ρ<1ノ々 のときについて検討する。実験Bで とりだすことの
できる売手の数 んを明示 して ∂.の かわ りに ゐ.(ん)と表わすことにする。
pに ついての上記の条件と,拙 論[1]で 得 られたように42く う2(々)である
ことを用いると,
δ3耳 α+(β 一 α)(1一 ρ)3
・・(・)一 ・+(β 一 ・)(1-・)[(1-・)　一(1一 ρ)・-1+1-・ ・ 努]
とな り,こ れか ら
・・一・・(・)一(β 一 α 脚 一力)[(1一 ヵ)ゐ+(・ 一 ・)々-L… 一 去]
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一(β 一 ・)ρ(1一 ρ)[(2一 ρ)(1一 か)・-L1・ ρ一 圭]
を得 る。 海;2の ときは 〆1-V万 ノ2の ときに う3@=2)く α3と な り,こ の
とき最初の実験は実験Aよ りも実験Bが 有利 であ る。 これは拙 論 〔1]で の結
果の確認 とな る。
っ ぎに ん と わ3㈹ の関係を調べ る。
・・(々・1)一 ・・(・)一(β 一 ・)(1一 力){[(1一 力)… 《1ψ)・
,
・1一 ρ・詣]{(1一 ρ) ・々L(1一 ρ)レ1+1一 ρ・ 鴇]}
一(β 一・)カ(1一 ρ)[(1一 ρ)々-1-(1一 ρ)舟・L
ん(々…1)]・
したが って(1一 ク)々-L(1一 ク)々+L1/[ん(々+1)]>0の とき63(ん+1)〉 ∂3(ん)
となる。 これ に もとつ いて所与 の確率 ヵの もとでの 最適 な た を求 あると表1
の ようにな る。低 い価格 α で売 る売手の割合pが 小 さ くな るのに応 じて,実
験Bで とりだす売手の数 ん を大 き くして い くとよいことがわか る。 ただ しそ
れで もpが 小 さ くなる と期待価格 は上昇す る。
表1所 与のpの もとでの 海の最適値
P たの最適値 P 海の最適値
～ ～ 0.0059～0.0073 9
Q.0019～0.0021 16 0.0074～0.0094 8
0.0022～0.0024 15 0.0095～0.0127 7
0.0025～0,0028 14 0.0128～0.0180 6
0,0029～0.0033 13 0.0181～0.0275 5
0.0034～0,0039 12 0.0276～0.0469 4
0.0040～0.0047 11 0.0470～0.0969 3
0.0048～0.0058 10 0.0970～1-～ 励2 2
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実験Bで とりだすことのできる売手の数 たは間接的に役にたっ情報の規模
を表わしている。この んにっいて若干の拡張をおこなったときの買手による
情報の選択について考察 し,価 格の分布の変化にともなって変化するんの最適
値を求めた。
大 きさが んの実験Bを おこなったとき,そ の結果 として得 られた価格の分
布に対 して大 きさ 々'(<々)の 実験B'を おこなうことも可能であろう。本稿
でのモデルはまだそのような多階層的な側面には及んでいない。
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